歌 もお しまい さ。 こうな り やどう したって、 こどもら 

を 追いだ す ほか はない わ。 こんど は 森の もっとお くま 

で つれこんで、 もう、 とても かえり 道の わからな いよ 

うにし なきや だめ さ。 どうしたって、 ほかに わたした 

ち 助かりよ うがない からね ご 

こんな こと をい われて、 ていしゅ は 胸に ぐっと 来 ま 

した。 そして、 

(そんなく らいなら いっそ、 てめ え、 しまいに のこつ 

たじ ぶんの ぶりの ひと かけ を、 こどもたちに わけて 

やっちま うのが まし だ。) と、 かんがえました。 

それでも、 おかみさん は、 ていしゅ のい うこと を、 



まるで 耳に 入れようと もしません。 ただもう いきり 

たって、 あく ぞ もく ぞ ならべたてました。 それ はたれ 

だって、 いったん A といって しまえば、 あと は B とつ 

づけなければ ならなくなる ので、 このて いしゅ も、 い 

ち どお かみさんの いう ままに なった から は、 こんど も 

そのと おりに しなければ なら なくなりました。 

ところで、 こどもたち はま だ 目が あいていて、 この 

話 をの こらず きいて いました。 そこで、 おとなた ちの 

寝て しまう の を 待ち かねて、 ヘンゼル はおき あがる と 

そとへ とび 出して、 この 前の ように 小 砂利 を ひろいに 

行こうと しました。 でも、 こんど は、 おかみ さんが 戸 



そうの あとで は、 かわいい きれいな ベッド ふたつに、 

白い きれが かかって いました。 ヘンゼルと グレ— テル 

と は、 その 中に ごろり となって、 天国に でも 来て いる 

ような 気がして いました。 

このば あさん は、 ほんのう わべ だけ、 こんなに しん 

せつら しくして みせ ましたが、 ほんとう は、 わるい 

まじょ 

魔女で、 こどもたちの くるの を 知って、 パンのお うち 

なんか こしらえて、 だまして おびき よせた のです。 で 

は 、- 

すから、 こどもが ひとり、 手のう ちに 入った がさい ご、 

さっそく ころして、 にて たべて、 それが ばあさん のな 

により うれしい お祝い 日になる という わけでした。 魔 



わたくしの 話 もこれ で巿 がさ かえました。 ほら、 あ 

す こに、 小 ねずみが ちょろちょろ かけて いますね。 た 

れ でもつ かまえた 人 は、 あれで、 大きな 毛皮の ずきん 

を、 ごじ ぶんで こしらえて) ，一 らんなさい。 
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